
い
わ
ゆ
る
改
善
基
準
告
示
を
策
定

し
労
働
時
間
の
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
が
き
わ
め
て
甘
い
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

第
１
に
告
示
は
法
律
で
は
な
い

の
で
法
的
強
制
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

違
反
し
て
も
労
基
署
か
ら
の
是
正

指
導
留
ま
り
で
す
。
バ
ス
事
業
者
の

６
割
が
告
示
違
反(

２
０
１
１
年)

と
な
っ
て
お
り
常
態
化
し
て
い
ま

す
。
バ
ス
東
北
で
も
１８
日
の
大
雪

で
２５
時
間
も
の
勤
務
を
さ
せ
ら
れ

た
人
も
い
て
大
問
題
で
す
。(

拘
束

時
間
違
反
、
３６
協
定
違
反
等) 

 

第
２
に
告
示
化
に
あ
た
っ
て
厚

労
省
は
関
係
労
使
の
合
意
を
重
視

し
て
い
る
た
め
、
使
用
者
側
の
改
正

機
運
が
高
ま
ら
な
い
限
り
改
正
の

検
討
も
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
故

に
つ
い
て
有
識
者
会
議
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
が
告
示
改
正
の
議
論

が
な
い
の
が
そ
の
証
で
す
。 

第
３
に
バ
ス
運
転
手
の
拘
束
時
間

は
週
６５
時
間
、
労
使
協
定
が
あ
れ

ば
１６
週
ま
で
週
７１
．
５
時
間
ま
で

容
認
さ
れ
ま
す
。
１
箇
月
に
換
算
す

る
と
２
８
６
時
間
、
３
１
２
時
間
と

な
り
、
法
定
労
働
時
間
週
４０
時
間

＝
１
７
１
．
２
５
時
間(

３０
日)

、
１ 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

 

箇
月
２２
日
勤
務
し
各
日
１
～
２
時

の
休
憩
を
除
く
と
実
に
７０
時
間
～

１
１
８
時
間
も
の
残
業
が
容
認
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
過
労
死
の
認
定
基

準
を
上
回
り
ま
す
。
ま
た
、
休
息
時

間
８
時
間
も
問
題
で
す
。
入
浴
・
食

事
通
勤
時
間
を
考
え
れ
ば
疲
労
回

復
に
は
短
す
ぎ
ま
す
。
日
本
は
Ｉ
Ｌ

Ｏ
１
５
３
号
条
約
＝
休
息
１０
時
間

以
上
、
８
時
間
は
週
２
回
ま
で
の
例

外
処
置
を
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。 

２
０
１
２
年
関
越
道
の
バ
ス
事

故(

乗
客
７
人
死
亡
、
３９
人
負
傷)

以

降
、
国
交
省
は
交
代
運
転
手
の
配
置

基
準
を
見
直
し
、
そ
れ
ま
で
の
上
限

６
７
０
ｋ
ｍ
を
昼
間
の
実
車
５
０

０
ｋ
ｍ
、
特
例
処
置(

運
行
途
中
に

１
時
間
以
上
の
休
憩
な
ど)

を
す
れ

ば
６
０
０
ｋ
ｍ
、
夜
間
の
実
車
４
０

０
ｋ
ｍ(

特
例
処
置
で
５
０
０
ｋ
ｍ)

ま
で
ワ
ン
マ
ン
運
行
可
能
と
し
て

い
ま
す
。
交
運
労
協
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
れ
ば
夜
間
に
安
全
に
運
転
で
き

る
距
離
は
４
０
０
ｋ
ｍ
ま
で
と
８

割
の
運
転
手
が
答
え
て
お
り
実
態

を
反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。
抜
本
的
な

見
直
し
は
急
務
な
課
題
で
す
。 

 

２
０
０
０
年
の
規
制
緩
和
以
降
、

貸
切
り
バ
ス
に
お
い
て
事
業
者
数

が
約
２
倍
に
増
加
し
、
過
当
競
争
の

結
果
、
低
賃
金
、
長
時
間
労
働
、
深

夜
労
働
が
蔓
延
化
し
て
い
ま
す
。 
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第
２ ８
回
東
日
本
自
動
車
協
議
会 

２
月
１ ８
日(

木)

～
１ ９
日(

金) 

長

野

・

戸

倉

温

泉 

 

バ
ス
運
転
手
の
長
時
間
労
働
は
、

運
転
者
自
身
の
健
康
を
損
な
う
ば

か
り
で
な
く
交
通
事
故
に
つ
な
が

り
乗
客
や
他
の
道
路
利
用
者
の
身 

 

 

１
月
１５
日(
金)

午
前
１
時
５５
分
ご
ろ
長
野
県
軽
井
沢
の
国
道
１８
号(

碓

氷
バ
イ
パ
ス)
で
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ
ス
が
対
向
車
線
に
は
み
出
し
、
道
路
か

ら
転
落
。
乗
務
員
２
人
を
含
む
１５
人
が
死
亡
。
２６
人
が
重
軽
傷
と
い
う
大

惨
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
す
が
娘
を
亡
く

し
た
遺
族
は
「
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
が
、
今
の
日
本
が
抱
え
る
偏
っ
た
労
働

力
不
足
や
過
度
の
利
益
追
求
、
安
全
の
軽
視
な
ど
社
会
問
題
で
生
じ
た
ひ
ず

み
に
よ
っ
て
発
生
し
た
よ
う
に
見
え
て
な
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
、
背
後
要
因

の
ひ
と
つ
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
る
安
全
管
理
体
制
の
不
備
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。 

北
陸
道
・
小
矢
部
川 

Ｓ

Ａ

事

故

か

ら 

１ 

年 

１０ 

箇 

月 

体
・
生
命
に
も

危
険
を
及
ぼ

し
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か

ら
厚
生
労
働

省
は
、
１
９
８

９
年
「
自
動
車

運
転
者
の
労

働
時
間
等
の

改
善
の
基
準
」 



 


